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今後の方向性

【雪の利活用促進研究事業】【親雪・楽雪による地域振興研究事業】
・親雪・楽雪による地域振興研究事業による学生の研究内容や提案事業を踏まえ、観光
　やイベント、自然エネルギーなど新たな取り組みについて雪利活用連絡会議において
　情報交換や検討を進める。
【除雪作業の安全対策普及促進事業】
・来シーズン以降の事故防止に向け、引続き雪下ろし安全対策動画とリーフレットを
　活用するとともに、関係機関と連携して安全対策対策意識の醸成に取り組んでいく。
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【雪の利活用促進研究事業】
・開催のタイミングが新型コロナウイルス感染症第５波、第６波と重なったことから、業務上の
　優先度を考慮し、雪の利活用連絡会議の開催を見合わせた。
【親雪・楽雪による地域振興研究事業】
・学生５名による県内外の自治体、事業者21者へのオンラインヒアリング調査及び現地調査を踏
　まえ、報告会をオンラインにより開催した。
・学生視点による雪利活用・雪害対策への取組みや、大学の知を活用した検証を得ることができ
　、報告会参加者からも今後の雪活用を考えるうえで参考になったとの感想を得られた。
【除雪作業の安全対策普及促進事業】
・雪下ろし安全啓発動画とリーフレットの活用した啓発の実施。
・除雪機・雪下ろし安全対策講習・情報交換会の開催[12/13(月)、約30名参加]
・シーズンを通した啓発活動を行ったものの、記録的な積雪による除雪作業を行う頻度、負担が
　増加したことに伴い、事故件数(事故者数）41件・死亡者1人の事故発生となった。

雪下ろし安全対策情報交換会の開
催

計画（実績）額 備考

0
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人口減少等を踏まえた生活エリアの除雪対策の検討を行い、安心して暮らせる仕組みの
構築を目指すとともに、雪の利活用を通じ産業の振興に繋げる。

現 状 と
課 題

・豪雪地帯は、過疎化、高齢化が著しく、毎年高齢者の除雪作業中の事故も多数発生し
　ている。特に雪下ろし作業中の事故は死亡事故に繋がるケースがあり、対策が急務。
・雪室や雪中貯蔵による農産物等の高付加価値化に向けた取組が行われているが、認知
　度が低く、商品等の流通も限定的など、雪(地域資源)を十分生かしきれていない。

内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

【雪の利活用】
○雪のイメージアップ及び産業振興を図るため管内市町村を対象とした連絡会議を開
　催して意見交換を行うほか、雪の利活用に関する研究・先進地視察を行う。
○東京大学「2021年度フィールドスタディ型政策協働プログラム」に協力（活用）し、
　雪を地域資源として生活や事業に活かす方法を探るとともに、雪による地域振興策を
　研究する。
【除雪作業の安全対策普及促進】
○雪害救助員等を主な対象者に、雪下ろし・除雪作業の安全対策の事例を紹介・共有す
　る情報交換会を開催する。

事業期間

地域振興推進費事業計画・自己評価書　
提  出  区  分

令和３年７月 令和４年３月

実 施 機 関 北信地域振興局 担
当
課

企画振興課（北信建設事務所）

事 業 名 雪に負けない、雪を楽しむ暮らしづくり
0269-23-0201

横断的な課題

地域重点政策

hokuchi-kikaku@pref.nagano.lg.jp

Ｃ

若者定着のための雪に強い故郷（ふるさと）暮らしの推進

163,792

若者定着のための雪に強い故郷暮らしプロジェクト

令和4年5月11日

北信地域振興局

整理番号 3 課題区分

（単位：円）

雪の利活用促進研究事業
雪の利活用に関する連絡会議の開
催
雪利活用 先進地視察

除雪作業の安全対策普及
促進事業

親雪・楽雪による地域振
興研究事業

東京大学「2021年度フィールドス
タディ型政策協働プログラム」に
よる雪利活用研究の実施

8,627
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標
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成果

0回

3件

4段階評価で3.6

目標値

1回/年以上

1件以上

5段階の満足度評
価で上から2つの
評価を60％以上

達 成 状 況成　果　指　標

雪の利活用連絡会議の開催

学生による雪利活用策研究成果発表

雪下し・除雪安全対策情報交換会参加者満足度

達 成

一部達成

未 達成
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